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　ﾑ日本人のポタンタリデア=･意識ご4行算筆範=j････ご…………jぐに………………､jｼﾐ

゜……ilgi＼I’…………嗇初此、地方からめ鑑際協力を推進す:=Siltき大切な;ﾆﾉどは√地方に住んでいることの意
　･Ｊ　　　．　　　　　　．　　　　　　　　　．　・　　．　　　･･．■　　　■　　　■㎜

……………１
義″ざある．単な=;る国際協力に終==ら廿ないここ･とである．それだけで､は多くの市民の共感と行

…………:･.………勧を期待するごとは不可=能であ､るj6なぜjなら、多《の市民にとって大切なのは、自分たち

……=…………lj=･の生=活であるからだ6しｿたがら宍て、国際協力を常に「地域おこしと国際貢献Jjの視点で進

j:………める｡こ･･･とである。
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T<多趨多様な価値観か存在する国際杜会で大切なヒとは、Fわか=りやすさ｣万である./………｢わか

　　　･.･.　　　　　　・.I ■　　■　■　　●　d●･　－・　　.･..･.･･･････.　　　　･..･.･･I･　　　.　　.　　　・　.　　･.　・　　･.　　II･.､.　　　・　　一一　.-　　－
j.ﾚ)り1やすさ｣を休わない国際協力はI、持続性がないご:わか｣りやすい価値観を共有すべきであ

　　る．世界の人たちが共有セ;きる価値観は√｢家族の今白め生活レ家族の明日へ=の希望Jt?

　　ある．平和とはその実現である．こめ平和を妨げるもめ者ぐしで√戦争・災害､ﾌﾟ=そ､して貧困/･

がある.‥日本には平和を志向する憲法かある．武器の非輸出は事実としての重みがある．‥

ダ　　＼平和は日津人ぬｉヌ加鯉ヅザ1ズ｜あ:る諮憶隷ぬ雄な奮切齢Ｇａlむ曳･もおかしデﾌくない。　　j
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ランティア「期待論」であった。なぜ「実在論」まで燃え上がらなかづたのだろう,か。理

由は簡単である。多くの日本人の精神構造に共鳴しなかづ=たからである｡･ポラ‥ンティフア期

待抽めボランヂ;fj？店勧め動機康則が「人権意識」………1を展開j･していた=からである。阪神・淡

路大董災めポ弓ンテ４夕たちほ,=単に人権意識で参加したの=Jだろうか。それではなぜ，奥

戻島の津波災害や島原め普賢岳噴火災害の時に:こ=れぽどまでにボランjテ･fア活動が盛り上

　　　　　■　　　■■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－からなかっためだろうがよﾀﾞ被害が桁ぱずれに大きいがらだけだとは思えない｡;1,………j……,･=……………=………

結論的に曾えばJ=白水全国の多《の人たちか神戸に関ね雁=があづた==しi知りていたか,ら

であるj人権意識ではll……被災者め人び･とめ窮状と救援が第4義であって,:………［ﾌ知９ている］

というごどぱ第･2義セあ畜釧7知=11ている･ヱめが第１==農となjる宍のはいF相互扶助意識」=;1･く･で･あ

る。
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‥従来めボランテJy迦動ゐ崇旅は､‘『大権意識』こ……力･･1優先;=してf相互扶=助意識｣ﾝは利害腿

孫を‥｢純粋なポ今ソヂィタ活動j1汝持ち込むものと=して敬端布jれて4‥哨4､人権掌識j4;は、

で人間とtJtかjぐあ名λ=し｣'とい=も意識tl=ある=Jに根互扶助章識とは､=･､｢知り合い同士､｡助け

合うめliお互い様｣:ﾌどいうf意識であ＆､ヅ………=7=j.ｹ……='L.･1;………=ぃ=ﾂﾞ…………=:………;J……=……==､｡………､ぃ｡･｡｡､｡､･‥‥‥‥‥

……叡神‥･淡路大董災以後4ﾊﾟ=白本‘のボり;ンテ万ィア1.ま大=き=､く変わヴJた｡y阪神､9淡路大震災をもっ

て｢ボち少少4tｱ元年｣と名付けられた｡ヶここで疑問が生=じる1.ではこ､それ以丿前の日本で

｡゛ぱポリゾタ･ｊ夕活動は存在しなからだめか｡‘日本人は全くフボラツ｡ティ｡アに無関心であっづ=た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■■

めかと。答えは｢杏Jtある｣ むしろ日本はポランテ４７大国であっ=た1=ただし、yこのボ

リン･デｊア活動は『団体ボぢ･ｿﾞ･テ･ィア､』であﾌﾟぅたというらことであ碁Jj駆ち､i……･……自分たちの住

んでいる=地域コミiltヂィ･を円滑に運営するためにざ=団体ボランテ=4７として参加してい

た。ぞの団体ボランテ４夕とは､ﾆ町内会J=揚人会丿子供会､…………愛｡育委員会√老人=クうブなど

ｔあづた。その基本理念は相互扶助であるa'一一｡相互扶助の範囲はあくごまごで地域コミュニティ

の範囲であり、｢閉ざされた相互扶助｣である。　　　　　　ザ　　………･……………　…………

　　阪神・淡路大童災ぱ団体ボ弓ソヂ･jjアの活動も大きがづたが､づ全国から集ま=った個人ボ

　ランティアの数も膨大であった。量は質を変えた。日本社会は個人ボランティアが時代の

潮流であることを認朧したi『ボちソ｡ﾃﾞｨ:･｡｀･｡ア=光年』とは｡=!で個人ボラ……ンティこ一一ア｡の存在｡も団体

　ボランティアの存在に劣らず日本社会の活力維持に必要なことを認めた｡j……その､精神は、

　｢団体ボランティア｣の丁朗ざされた相互扶助JTに対ﾉして｢=開かれた相互扶助｣ぺである。

　｢閉ざされた相互扶助｣が地域コミ･iニテ‥4≒=というﾂﾞ空間軸を大前提とするなら､==｢｢開か

≒れた相互扶助jは将来どこかで飴け合う｡:状況が生まれるで=しょうJj==lともヽう長期の時間軸を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　■■■･　　　■　　■■■

犬前提とした相互扶助ｔあるぶﾚ｢開かれた相互扶助｣:=を大前提にﾚし=た個人ボランjティタ'活

　動は､j時代のうねりと=じて怒涛めごどぐ日本を包み込んで=しまづた。文部省がボランティ

　ア活動推進を決定したごどは大岩な意味が=ある。学校教育にボラノンテ､ぞ=ア活動が位置付け

られた。ボリン少�ｱ活動を常識とした世代が次から次へ=と社会参加してくるjづ……………

地域おこ,し.と国庫貢献の合目的性‥

地方自治体で起こっている変化を冷静に眺めると、次の顕著な２点に気がつく ○
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①　工業団地の放置現象=････。。　　。･。　　　　　　　　･･･

②　地元の零細・小企業の多国籍化

　これはコインの裏表である。原因は経済のグローバル化のうねりが地方経済を飲み込ん

tlいることである。多国籍企業といえば「BMとかコカ・コーラと思っていたら、いつの

間にか、「おらが地元の零細・小企業か東南アジアや中国に進出して多国籍化」していた。

驚くべき社会変化であり万環境の変化である。問題は誰が「おらが地元の零細・小企業か東

南アジアや中国に進出して多国籍化」を支援するのかといった時代の要請である。経済は

お金だけやり取りすれば万事解決といった単純な分野ではない。海外に進出する場合には

風俗習慣､ﾉ社会システム、法律など熟知しなければビジネス展開が不成功に終わるトピッ

クか山ほどある。ビジネスに損をしてお金を捨ててくる覚悟ならすべてよし。しかし、自

分め家族や従業員を養っていくためには損はできない。利益を上げなくてはいけない。で

は東南アジアや中国で事業を成功させるための秘訣は何か。「違いは財産である」という

視点があるかどうかである。「違いは財産である」とは何か。一言でいえば「判断力」で

ある。「判断力」は人の属性である。即ち、違ったものの見方や考え方ができる人を財産

と思えるかどうか。これは現在の日本社会のあり方に対する基本的な変革を求めることに

なる。なぜなら、現在の日本社会では「違いはお荷物」であるから。教育は国家百年の計。

至言である。しかし、「おらが地元の零細１小企業が東南アジアや中国に進出して多国籍

化」はすでに進行形である。教育に期待はできない。しかし、何かに頼りたい。何かに期

待したい6現在の地方自治体で期待で:きるのは「国際交流課」である。なぜ「国際交流諜」

に期待できるのか。答えは１つ。「違いに興味を持つ人たち」が出入りしているからであ

る。「違いは財産」に最も近接している部門である。では「国際交流課」を「おらか地元

め零細・小企業が東南アジアや中国に進出して多国籍化」の救世主にするための秘策は何

か。次の３点である｡．　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　･。　　　　　　　　　　･。

①　地方自治体の国際交流、国際協力そして国際ビジネスの国際複合戦略部門と位置付け

　･･ る。二　　　･･　　‥‥‥‥‥‥　‥‥　‥‥‥　‥　‥

②　職員構成を自治体職員、企業からの派遣者、在日外国人にＮＧＯ・ＮＰＯからの派遣

　　者とする。　　　　　　二　　　………

③　地方から世界への複合ネットワークを拡大、統括し活用する。

　　「国際交流課」は、とかく地方自治体財政緊縮時に予算削減の対象になりやすい。なぜ

なら「趣味の課」と見られているからである6即ち、「違いに興味を持つ人たち」は地方

自治体にとって利益を生む財産価値はないが、趣味の上品さを示せるアクセサリー的価値

があっただけという判断である。この判断は危険である｡づ「おらが地元の零細・小企業が

東南アジアや中国に進出しｔ多国籍化」の後方支援体制をぷったぎる思想である。「おら

か地元の零細・小企業。東南アジアや中国に進出して孤軍奮闘す」という結果になる。国

際貢献は人のためのみならず、ＮＧＯは地方自治体において草の根外務省の役割を果たす。

これが人道援助活動の御利益であり、国際貢献と地域起こしの合目的性のエッセンスであ

る。　　　　　　　　　　　　：　　　　　　■　　　　　　■　■　　　　　　　　　　　　　■
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ＡＭＤＡ国際大学の提唱：人材養成の必要性

　現在ある大学および大学院では、国際協力や開発協力などめ専門家養成か行われている。

当然必要なことである。しかし、もっと急務なのは非営利団体を運営するプロであり、現

場で各種の専門家をコーディネートするプロである。日本が人道援助大国を目指すとする

ならば、優秀なコーディネーターの不足か決定的な悲劇となっている。ＡＭＤＡ国際大学

は、非営利団体の運営にはプロの存在が必要であり、プロとは生涯保証が必要だというこ

とを広く日本人に認識してもらうことになる。即ち、非営利団体は金銭に無縁な特別な人

たちか運営しているのでなく/、世の申一般にある営利団体と同じくプロによぅて運営され

ているということ･である。　　　　　　　　　　　　‥

　「教育は国家百年の計、コーディネーター養成は10年の計」これを実現するのがＡＭＤ

Ａ国際大学である。

｛プロフ４－ル｝　　　　＜　…………………　………

曹波　茂ﾌ（すかなみ。しげる）レ……………=１………………………

ＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会）代島レニ=…………　……

1白72年、岡山大学畿学部・¶白77年、鯛大学院（公衆衛生）修了。1981年、菅波内科医院開業。1980年、アジア医学生国際会議

を組織する1 1184年にＡＭＥ５Ａを組繊ご1;191年には同国廟医療情報センター‥（在日外国人医療）を設寫Q.｡　　　　　　　　･■■■

　　　　-･４日新咄犬くｰ

……J’jJ19 9 7年 （平成９年）６月２８日（土曜日）
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拠
点
を
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と
し
た
理
由
は
、
①
9
0
年
代
に
入
っ
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政
治
が
安
定
し
て
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る
②
教
育
制
度
が
充
実
、
能
力
の
高
い

医
師
が
集
め
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す
い
ー
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な
ど
。
当
初
、
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は
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大
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い
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と
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に
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問
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声
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っ
た
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し

か
し
、
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師
を
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「
い
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ま
で
も
援
助
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受
け
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だ
け
の
ア
フ
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い
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と
の
意
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強
ま
り
昨

年
７
月
、
医
師
団
結
成
に
合
意
し
た
。
　
【
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倉
　
孝
保
】

内戦､飢餓

大量の難民

援
助
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頼
ら
ず

「
地
元
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民
で
」

　
東
ア
フ
リ
カ
・
ウ
ガ
ン
ダ
の
ウ
ガ
ン
ダ
医
師
会
（
ム
ウ
ィ

シ
ゲ
会
長
、
約
６
０
０
人
）
が
災
害
や
戦
争
の
際
、
先
進
諸

国
の
援
助
に
頼
ら
ず
ア
フ
リ
カ
人
自
身
で
医
師
団
を
派
遣
す

る
「
緊
急
援
助
の
た
め
の
多
国
籍
医
師
団
」
結
成
を
決
め
た
。

ア
ジ
ア
医
師
遅
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
）

を
参
考
に
し
た
組
織
。
内
戦
や
飢
餓
で
大
量
の
難
民
が
発
生
、

欧
米
や
日
本
の
政
府
、
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
か
ら
援
助

を
受
け
る
こ
と
の
続
く
ア
フ
リ
カ
だ
が
、
［
援
助
を
受
け
る

側
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
］
と
し
て
結
成
合
意
に
こ
ぎ
つ
け

た
。
こ
の
動
き
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
全
面
協
力
す
る
こ
と
に
し
て
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